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「ナショナルセンターとして、
先駆的な役割と使命の実現に向けて」
国立女性教育会館理事長　神田　道子
今年度は独立行政法人としての第二期中期目標・中期計画期間（5年間）の初年度です。青少年教育施設
との統合問題を経て、「会館」が独立で存続できたことを実感し、そのことをあらためて重く受けとめて
います。
今回の中期目標（これは文部科学大臣が示すものですが）は、ミッションオリエンティド（役割・使命
志向的）であるところに特徴があり、ミッションの実現に向けて事業を組み立てています。
「会館」のミッションは「男女共同参画社会の形成に資する男女平等教育・女性のエンパワーメントを
内容とする女性教育の振興」であり、そのためのナショナルセンターとしての役割を果たすことが必要と
されています。それを実現するための具体的目標が、基幹的な女性教育指導者等の資質・能力の向上、男
女共同参画・女性教育・家庭教育に関する喫緊の課題にかかる学習プログラム等の開発・普及など、会館
が提供する6事業の他、業務運営の効率化、財務運営などを含めて、12項目にわたって示されています。
これらの中期目標に沿って「会館」が中期計画を立て、事業を実施していくわけで、4月から非公務員
化されたとはいうものの、『独立行政法人』として一定の枠の中で事業を進めていくわけです。とはいっ
ても、実施するのは「会館」であり、目標達成のいかんは「会館」の事業運営にかかっており、責任重大
です。
第二期の中期目標・中期計画期間の課題は、「会館」が女性教育の面からの男女共同参画を推進するナ
ショナルセンターとしての役割を実績をもって果たすこと、それは「会館」の旗印を鮮明にし、特徴を内
実をもって明確に出していくことです。そのために次のような点に力を入れて事業を行いたいと考えてい
ます。
第1には女性のエンパワーメントのための研修です。各地方自治体や女性関連施設の管理職や女性団体
等のリーダー等の女性教育の基幹的な指導者層のための力量形成支援の研修と、喫緊の課題に対応するた
めにプログラムを開発し、先駆的研修をし、普及をはかります。喫緊の課題としてはキャリア形成・チャ
レンジ支援、次世代育成・家庭教育支援、人権問題としての家庭内暴力等や人身取引問題等を取り上げま
す。これらはプログラム開発研究と結びつけて進めて参ります。
こうした「会館」で行った事業がどれだけ地域に広がるかが重要であり、そこにナショナルセンターと
しての役割があります。したがって研修結果やプログラム等の活用状況について追跡調査を行いつつ、よ
り充実した事業をしていくことが不可欠です。
第2にはこれは「会館の特徴」として重要ですが、研修、交流、調査研究、情報の収集・提供の四つの
機能の相互関連性を、より明確にしていくことです。どのように関連させているのかをはっきりと示して
いきたいと思っています。
第3には他の機関や外部の人との連携、協力を拡げていくことです。女性関連施設や団体、マスコミ、
地元の人たちや専門家との協力連携が欠かせません。
第4には学習支援事業の拡大です。これは利用者への学習情報の提供であり、利用者の拡大でもありま
す。これまでは受入事業といってきましたが、学習支援として積極的に位置づけていきます。
第5には国際貢献、連携・協力を推進することです。これはナショナルセンターとしての国際的役割と
して位置づけています。すでに関係行政職員等を対象にした女性教育推進プログラム形成等、エンパワー
メント支援を行っていますが、今年度は特にアジア地域の女性のエンパワーメント支援に力点を置いた事
業を充実・拡大していきたいと思っております。特に人身取引は国内外にかかる問題であり、重点を置い
て行って参ります。
第6には広報の推進です。情報事業ではデーターベースの構築など関連の情報を蓄積してきています。
広報は各種の情報の提供ともいえます。研究の結果も広く活用してもらうための広報を考え、行っていく
ことが必要です。
そして第7には女性の史・資料を収集し提供するアーカイブの構築に着手します。
以上、主なものをあげました。課題が山積しています。行政改革のなかで、独立行政法人として財政面か
らも人事の面からも厳しい状況に置かれてはいますが、小規模法人の特徴を生かして、職員一人ひとりが
能力を発揮し、運営に参画し、協働して事業を行っていきたいと考えています。
皆様のご支援、ご協力を心からお願い申し上げます。
事業予告・募集
女性関連施設・団体リーダーのための男女共同参画推進研修（6月14日～16日）
行財政改革の流れの中で、男女共同参画の現場は、指定
管理者制度の対応、評価、利用者の新規開拓、他機関や他
団体との連携推進などの課題を抱え、男女共同参画基本計
画の改訂を踏まえた新たな取り組みが求められています。
このような状況を踏まえ、基幹的女性教育指導者のため
の新規事業となります。地域において男女共同参画及び女
性教育を推進するキーパーソンとなる女性関連施設の管理
職や団体リーダーの資質・能力の向上を目的とした実践
的・参加型のコース別研修を行います。
期　　日：平成18年6月14日π～16日ª 2泊3日
参加対象者：女性関連施設の管理職や女性団体等のリーダー
100名
会　　場：国立女性教育会館
趣　　旨：地域の男女共同参画を積極的に推進するリーダ
ーとしての必要な専門的知識、マネージメント
能力、ネットワークの活用等、高度で専門的な
研修を行う。
参 加 費：無料
※別途、宿泊費（1,000円）、食費が必要です
女性のキャリア形成支援推進研修（7月12日～14日）
21世紀の活力ある日本の社会を創造するためには、女
性の個性や能力を十分に発揮していくことが求められてい
ます。このような状況を踏まえ、国立女性教育会館では、
女子学生や地域の女性のキャリア形成支援を担う方々を対
象に「女性のキャリア形成支援推進研修」を以下のような
日程で行います。
１　日　　時：平成18年7月12日π～14日ª 2泊3日
２　参加対象者：A都道府県・指定都市の女性関連施設職員
B女性団体・グループ・NPO等のリーダー
C大学・短大等の就職・進路指導、相談等に関わる教職員
100名
３　趣　　旨：女性一人ひとりが置かれた状況に応じて学
習したり、柔軟にキャリア設計をしたりで
きるようにするために、大学や女性関連施
設におけるプログラムの立案、サポートシ
ステムの構築等、キャリア形成支援に関す
る専門的・実践的研修を行う。
お問い合わせは、事業課　0493－62－6711（内線2108）まで
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家庭教育・次世代育成のための指導者育成セミナ （ー5月27日～28日）
家庭教育・次世代育成地域協働フォーラム（6月～11月）
会館をご利用いただいた方の声
都内にある職場のメンバーで作ったフットサルのチームで、女性5名、男性15名で活
動しています。
国立女性教育会館は2年前から利用しています。通常は、月に2回程度都内で練習をし
ていて、半年に1回は会館で合宿を行っています。体育館の全面を使って練習や試合をし
ていますが、床やゴール等もとてもきれいで使いやすいです。
都内の施設を借りて練習することもありますが、都内の1時間の使用料と同じ料金で国
立女性教育会館は丸1日利用できることが魅力ですね。夜にメンバーとじっくり親睦が深
められてとても気に入っています。他のグループにも利用を勧めているところです。
フットサルグループ（DFC） 代表 寺岡さん（2／18ご利用）
この会館を利用するようになったのは、24、5年前に、嵐山町の行事で乳幼児の保育を担当したことがきっかけでした。以来、
コーラスやピアノ演奏、お茶、陶芸等で、定期的にさまざまな施設を利用させていただいています。プールもきれいで充実して
いると思います。
今回は、近隣の栄養士・調理師の方を対象に、午前中に調理室でお菓子づくりをし、午後はマルチメディア研修室でパソコン
の学習を行いました。施設利用については、非常に柔軟に対応していただき、とても使い勝手がよくなっています。売店もフロ
ントの横に移動して、とても便利になりました（代表者インタビュー）。
パソコンＹＹ （4／10ご利用）
家庭教育・次世代育成支援に携わる行政・企業・市民団
体の担当者を対象に、家庭教育・次世代育成支援推進上の
視点や課題、求められる具体的な行動を、会館で実施した
「家庭教育に関する国際比較調査」の結果や国の施策・動
向、様々な機関・団体・グループ等によって展開される先
進的な事例等をもとに、男女共同参画社会の形成の視点を
もって子育て支援の現状を把握し、効果的な取組・運営が
実施できるよう、専門的・実践的な研修を開催します。
また、年度の後半には、研修参加者を中心に組織した実
行委員会が地域を会場に、研修成果を元に各地域で行った
実践の成果発表等を行う「家庭教育・次世代育成支援協働
フォーラム」を、1会場で実施します。
男女共同参画社会の形成の視点から子育て支援の現状を
把握し、効果的な家庭教育・次世代育成支援の取組・運営
につながる専門的・実践的な研修に是非御参加ください。
期　　日：平成18年5月27日º～28日∂ 1泊2日
参加対象者：子育てサポーター、子育てネットワークのリーダー
都道府県等の家庭教育・子育て支援担当者
企業等の次世代育成担当者
会　　場：国立女性教育会館
定　　員：100名
参 加 費：無料
※別途、宿泊費（1,000円）、食費が必要です
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事業の実施報告
女子学生のキャリア教育・就活支援者セミナー
3月2日∫、3日ªに、「女子学生のキャリア教育・就活支援者セミナー」を開催
しました。このセミナーは、大学・短大で女子学生のキャリア教育・就職支援に携
わる教職員を対象としたもので、78名の方々にご参加いただきました。
女子学生のキャリア形成支援に焦点をあて、大学・短大の先進的事例や、企業の
採用に関わる動向、個々の学生へのモチベーションを高める対応等についての最新
の情報を提供し、また、参加者どうしの情報交換や交流を図る実践的な内容でした。
多くの大学・短大において共通する課題として、学生のモチベーション向上や低
学年からのキャリア教育、学内での教職員の連携、支援者である教職員自身のスキ
ルアップの必要性等が、参加者から挙げられました。このテーマに対する高い関心
と問題意識をあらためて感じられる、熱気にあふれたセミナーとなりました。
女性関連施設等情報ネットワーク研究協議会
2月6日∑～7日∏にかけて、「男女共同参画の社会資源としての情報事業」をテ
ーマとして、28都道府県から61名の参加者を迎え、「女性関連施設等情報ネットワ
ーク研究協議会」を開催しました。
女性関連施設の情報担当者を対象として、男女共同参画社会における女性関連施
設等の情報活用方法・情報機能のあり方等について研究協議を行うとともに、各施
設・職員間のネットワーク形成の推進を図ることを目的としています。
1泊2日という短い日程でしたが、パネル討議「男女共同参画センターの情報活
動の多様な可能性」をはじめ、3つのワークショップ、2つの実習、2つの分科会と
盛りだくさんなプログラムを実施し、活発な研究協議と情報交換が行われました。
「ネット研」の略称で親しまれてきた研究協議会ですが、7回目となる本年度で最終回となりました。
▲グループに分かれて討議
女性関連施設相談担当者実務研修
1月25日π～27日ªの2泊3日で、「女性関連施設相談担当者実務研修」を実施し
ました。公私立の女性会館・女性センター等女性関連施設の相談担当者を対象とし、
相談員として資質・力量の向上をねらいとした専門的・実践的な研修です。この研
修は、平成15年度から始められ、今年度は3回目の実施となりました。定員60名
を上回る76名のご参加をいただきました。近年、相談内容が多様化・複雑化して
いる状況の中、各専門分野（外部の専門機関も含め、弁護士・警察・精神科医・児
童相談所等）の第一線でご活躍の講師をお迎えし、相談員の方々の抱えている支援
上の課題解決に向けた理論と実践双方を組み込んだ参加型学習プログラムを企画・
実施しました。相談員同士の情報交換や交流を通して、お互いの悩みや喜びを分か
ち合える有意義な研修となりました。
▲パワーポイントを
使った研修
人身取引問題に関する国際シンポジウム
2月25日º、NWEC、外務省、国際移住機関（IOM）の共催〔人身売買禁止ネットワーク（JNATIP）の協力〕
で「人身取引問題に関する国際シンポジウム」が、渋谷の国連大学、ウ・タント会議場で開催されました。
第一部は「人身取引の実態とその根絶に向けた対応」。IOM・人身取引対策部長、女性の家HELP代表、内閣
官房参事官が現状と課題について報告しました。第二部は「人身取引根絶に向けた国際協力」。タイやコロンビ
アの人身取引担当官や警察庁、国連薬物犯罪オフィスの担当官を中心に、各国の法制度や体制、省庁間やNGO
との連携の重要性など幅広く討議しました。その後、インドネシアの女性強化省副大臣、フィリピンのNGOド
ーン代表、上川陽子衆議院議員、吉田容子弁護士、伊藤公雄京都大学大学院教授らが、「女性のエンパワーメン
トの拠点とその国際ネットワークの構築に向けて」について、需要者である男性に対するトラフィッキングの
犯罪性や性をめぐる人権の問題について啓発の必要性も含めて活発に討議しました。
当日は、専門家、国際機関、国会議員、大使館職員、女性相談員、行政職員、NGO、研究者等300余名が国
内外から集まり、市民や地域とも連携して国境を超えたネットワークを構築していくことが問題解決に不可欠
であることを改めて確認しました。
NWECでは、今後さらに調査研究や研修事業を通じて、アジアにおける女性の人権の視点からこの問題に取
り組んでいきます。
▲パネル討議の様子
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平成18年度 国立女性教育会館〔ヌエック〕事業計画
∏
女性関連施設・団体リーダー
のための男女共同参画推進研
修
【女性関連施設管理職コース】
【団体リーダーコース】
事　業　名
１　基幹的な女性教育指導者等の資質・能力の向上
平成18年４月１日現在
対象・募集人員 時 期 等 事　業　内　容 備　考
女性関連施設の管理職及び女性団
体リーダー
100名
平成18年
６月14日π
～16日ª
２泊３日
地域の男女共同参画を積極的に推進するリーダーとし
て必要な専門的知識、マネジメント能力、ネットワーク
の活用等、高度で専門的な研修を行う。
NWEC独立行政法人
２　男女共同参画・女性教育・家庭教育に関する喫緊の課題に係る学習プログラム等の開発・普及
π
女性関連施設に関する調査研
究
事　業　名 研究協力者等 達　成　目　標 ・ 内　容 備　考
女性教育・生涯学習分野の研究
者、女性関連施設関係者等
女性関連施設が男女共同参画社会の形成および女性のエンパワーメントに
果たしている役割を明らかにし、その社会的影響について評価するために、
女性関連施設の事業、運営体制等について調査研究を行う。
【新規】
平成18年度か
らの３年計画
の１年次
∫
女性のキャリア形成支援のた
めのプログラムに関する調査
研究
ª
家庭教育・次世代育成支援の
ためのプログラムに関する調
査研究
事　業　名 研究協力者等 達　成　目　標 ・ 内　容 備　考
女性教育・生涯学習・女性労働・
キャリア教育分野の研究者、実務家
等
家庭教育関連分野の研究者、次世
代育成支援に関わる研究者、行政担
当者等
女性の生涯にわたるキャリア形成を支援するため、再チャレンジを含む女
性のキャリア支援に必要な学習内容・学習方法を調査研究する。職業活動、
社会活動、生涯学習等あらゆる社会経験を通じて形成される「多様なキャリ
ア」を効果的に支援する方策を検討するため、地域の社会活動を通じたキャ
リア形成の在り方に焦点を当て、支援プログラムを開発する。
男女共同参画の視点に立った家庭教育・次世代育成支援を進めるために必
要な学習内容・学習方法を調査研究し、男女共同参画の視点による支援プロ
グラムを開発する。
【新規】
平成18年度か
らの２年計画
の１年次
【新規】
平成18年度か
らの２年計画
の１年次
３　男女共同参画・女性教育・家庭教育に関する調査研究の成果や資料・情報の提供等
¿
女性情報ポータルの整備充実
名　　　称 掲　　　載　　　内　　　容 備　考
男女共同参画社会形成に資する女性、家庭・家族関連のポータルサイトのコンテンツ及び会館が構築・提供して
きた各種データベース類を更新し、情報提供の充実を図る。
¡
多様なキャリア形成を支援す
るための情報提供システムの
整備充実
女性がさまざまな分野へチャレンジし社会の活力となるため、キャリア設計の参考となる事例（ロールモデル）
と、キャリア形成に役立つ様々な学習情報を提供するシステムの整備、充実を図る。
º
家庭教育・次世代育成支援指
導者研修
【会館研修】
「家庭教育・次世代育成のた
めの指導者養成セミナー」
【地域研修】
「家庭教育・次世代育成地域
協働フォーラム」
Ω
女性のキャリア形成支援推進
研修
事　業　名 対象・募集人員 時 期 等 事　業　内　容 備　考
【会館研修】１回
・都道府県・指定都市の家庭教育・
子育て支援担当職員
・子育てサポーターのリーダーや子
育てネットワークのリーダー等
100名
【地域研修】１回
・市町村の家庭教育・子育て支援担
当者
・子育てサポーターや子育てネット
ワークのリーダー・子育てサークル
のリーダー等
100名
・大学・短大等の就職・進路指導、
相談等に関わる教職員
・都道府県・指定都市の女性関連施
設職員
・女性団体・グループ・NPO等リー
ダー
100名
年間２回
【会館研修】
平成18年
５月27日º
～28日∂
【地域研修】
平成18年
10月～12月
平成18年
７月12日π
～14日ª
２泊３日
急速な少子化の進行並びに家庭及び地域を取り巻く環
境の変化を背景に、次代の社会を担う子どもが健やかに
生まれ、かつ、育成される環境の整備のため、男女共同
参画の視点から家庭教育・次世代育成支援に必要な専門
的・実践的研修を行う。
活力ある社会を創造するためには、女性の個性や能力
を十分発揮することが求められている。
女性一人一人が置かれた状況に応じて、柔軟にキャリ
ア設計したり学習したりできるように、大学・短大や女
性関連施設におけるプログラムの立案、サポートシステ
ムの構築等、キャリア形成支援に関する専門的・実践的
研修を行う。
æ
配偶者からの暴力等に関する
相談員研修
公私立の女性会館・女性センター
等の女性関連施設の相談員
60名
平成19年
１月24日π
～26日ª
２泊３日
多様化・複雑化している相談内容に対応できる相談の
質の向上を目指し、今日的課題の解決に必要なより専門
的な知識と高度な技能の習得を図る。
ø
男女共同参画のための研究と
実践の交流推進フォーラム
・男女共同参画に関する研究者や女
性関連施設等の行政関係者、女性団
体・グループ等のリーダー
600名
平成18年
８月25日ª
～27日∂
２泊３日
男女共同参画社会の形成をめざし、女性のエンパワー
メントと女性の人権の確立に資する活動を支えるため、
これらの実践を踏まえた研究成果や専門性の高い情報の
提供・交換を行うとともに国内外のネットワークづくり
をすすめる。
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»
アジア太平洋地域の女性リー
ダーエンパワーメントセミナ
ー
…
女性の教育推進セミナー
 
国別研修
事　業　名
４　男女共同参画及び女性教育に関する国際貢献、連携協力の推進
対象・募集人員 時 期 等 事　業　内　容 備　考
行政担当者・NGOの指導者（日本
を含む）
20名
アジア、アフリカ、中近東等の開
発途上国で、女性の教育問題に携わ
っている担当者
12名
カンボジア女性省職員等
４名
平成18年
11月21日∏
～12月４日∑
14日間
平成19年
１月～２月
平成18年
９月～11月
1.5ヶ月間
開発途上国等において研修成果を普及していく立場に
ある女性行政・教育担当者、NGOのリーダーを対象に、
女性の能力開発・人材育成等の課題を取り上げ参加型の
実践的なセミナーを行う。
開発途上国で、女性の教育問題に携わっている担当者
を対象に、各国の課題を認識し、その解決に必要な知識
や手法を取得し、基礎教育の男女格差解消を考慮した教
育推進プログラム計画を立案できる能力を向上させるこ
とを目的とする参加型の実践的な研修を行う。
カンボジア女性省等省庁職員を対象に、女性と男性に
関する統計の知識と技能の習得を通じて政策立案・実
施・モニタリング能力を向上させることを目的とする参
加型の実践的な研修を行う。
À
女性のエンパワーメント国際
フォーラム
女性の教育・学習に関心のある国
内外の男女
100名
平成18年
12月２日º
～３日∂
女性の人権、女性の能力開発・人材育成等地球規模の
課題をテーマに海外専門家を招へいし、アジア太平洋地
域の課題分析を行い、海外の研究者や行政関係者・女性
団体等指導者との交流を深めるとともに、ネットワーク
づくりを進める。
（JICA委託事
業）
平成18年度か
らの５年計画
の初年度
（JICA委託事
業）
平成16年度か
らの４年計画
の３年次
¬
男女共同参画に関する統計の
調査研究
√
女性アーカイブセンター機能
に関する調査研究
事　業　名 研究協力者等 達　成　目　標 ・ 内　容 備　考
女性学、ジェンダー研究、統計学
分野の研究者等
女性教育・文書館学・史料保存・
女性情報などを専門とする研究者、
実務家等
男女共同参画社会の形成に資する女性と男性に関する統計データの内容、
提供の方法等について研究する。
女性アーカイブセンター機能の充実に向けて、資・史料の収集基準、収集方
法、並びに整理・保存の方法を検討する。また、17年度に実施した「女性関係
資・史料所在調査」の結果を分析し、二次調査についても併せて検討する。
【新規】
平成18年度か
らの３年計画
の１年次
平成17年度か
らの２年計画
の２年次
Ã
人身取引とその防止・教育・
啓発に関する調査研究
事　業　名 研究協力者等 達　成　目　標 ・ 内　容 備　考
女性教育・社会教育、法律学、情
報学、社会政策、国際協力などを専
門とする研究者・実務家
人身取引の実態を解明し、アジア太平洋地域を中心とした課題解決に向け
て教育・予防・啓発のあり方を調査研究する。
平成17年度か
らの２年計画
の２年次
ƒ
女性アーカイブの構築
事　業　名 事　　　業　　　内　　　容 備　考
「女性アーカイブセンター機能に関する調査研究」での検討に基づき、女性関係資・史料を収集・整理する。
≈
女性及び家族に関する情報資
料の収集・整理・提供
∆
レファレンス・サービス及び
文献複写サービス
男女共同参画及び女性・家庭・家族に関する情報・資料を収集・整理し、利用に供する。
来館者又は電話・文書・Ｅメール等による問い合わせに対して情報提供を行う。また、女性教育情報センター所蔵
資料の複写サービスを提供する。
«
女性及び家族に関する図書資
料の展示
会館が所蔵する資料について、四半期ごとのテーマ展示及び特別展示を行い、女性及び家族の分野の理解を深める。
【新規】
５　その他
Õ
学習支援事業
事　業　名 事　　　業　　　内　　　容 備　考
国立女性教育会館を利用する団体・グループ、個人が企画・実施するプログラムについて相談を受ける。また、
男女共同参画に関するプログラムを国立女性教育会館が提供・実施することにより、利用者へのサービス及び利用
の拡大を図る。
Œ
社会教育実習生等受入事業
大学で社会教育実習を受講する学生等を対象として、主催事業の補助業務等の体験学習を通じて、女性教育の現
状及び女性教育施設の役割について学習することを目的とする。
期間：主催事業期間を含む１週間　受入人数：若干名
œ
「国立女性教育会館研究ジャ
ーナル」 （第10号）
資　料　名 掲　載　内　容 、 配　布　先 備　考発　行
女性教育、家庭教育、女性学、女性情報に関する会館の調査研究を国内外に発表するとともに、
公募論文を選考して掲載する。
テーマ「災害復興とジェンダー」
–
NWEC Newsletter
“
「国立女性教育会館（ヌエック）
主催事業実施報告書」
NWECの活動及び最新の日本女性の現状について英文で海外に紹介する。
配布先：海外の女性問題担当行政機関、女性センター及び女性団体、国際機関等
17年度内に実施した研修・交流・調査研究・情報事業等の実施概要。
配布先：各都道府県教育委員会、女性関連施設及び女性団体その他の関係機関等
年１回
平成18年８月
年２回
平成18年９月
平成19年３月
年１回
平成18年５月
—
ヌエック　News
会館の事業報告、事業の実施報告、調査研究・事業報告・資料作成、ことばの基礎知識、利用
者の声、会館関連記事等を写真・イラストを使用し、情報を提供。
配布先：行政機関、女性関連施設、女性団体、大学、マスコミ、一般等
年４回
平成18年４月
平成18年７月
平成18年10月
平成19年１月
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事業の実施報告
読売・NWEC 女性アカデミア２１
「どうする、団塊女性─主婦最盛世代のシルバー期」
3月11日º、日本プレスセンターホールにて、読売新聞社と共催で女性アカデ
ミア21「どうする、団塊女性─主婦最盛世代のシルバー期」を開催しました。
2007年に大量定年を迎える団塊世代ですが、男性については多く語られる一方、
女性についてはあまり語られていません。そこで、団塊女性に同世代としてエー
ルを送るプロデューサーの残間里江子さんの基調講演と、専業主婦率がもっとも
高いと言われる団塊女性の未来についてパネル・ディスカッション〔パネリスト
は岩上真珠さん（聖心女子大学）、樋口美雄さん（慶応大学）、石崎節子さん（地域
ネットワーカー）、コーディネーターは北村節子さん（読売新聞社）〕を行いました。
石崎さんは団塊世代で、専業主婦を経て現在NGOなどで広く活躍されており、
NWECブックレット『キャリア形成に生涯学習をいかした女性たち』、「女性のキャ
リア形成支援サイト」にインタビューをご紹介しています。ぜひご覧ください。
▲残間里江子さんの
基調講演
女性の教育推進セミナー
2月16日∫～3月10日ªの約1か月間、「女性の教育推進セミナー」を開催しま
した。このセミナーは、国際協力機構（JICA）からの委託を受け、アフリカ、ア
ジア、中近東等の開発途上国で女性の教育問題に携わっている人を対象に、会館
が平成13年度から毎年行っているものです。5年目となる今年度は、ベナン、ブ
ルキナファソ、カンボジア、ケニア、ラオス、マダガスカル、モロッコ、ニジェ
ール、パキスタン、ルワンダ、タンザニア、イエメンの各国から12名の研修員を
迎えました。
研修員たちは、日本の教育制度や女子教育に関する講義への参加、カントリー
レポートの発表、小中学校・女子校の視察、アクションプラン（行動計画）の作
成を通じて、開発途上国における教育へのアクセスや教育達成度における男女格差是正のための政策の立案、
実施に必要な考え方及び情報を取得しました。
また、会館ボランティアの協力で、ホームビジットやお茶会・着付けを体験することができ、研修員にとっ
て日本の伝統文化に接する良い機会となりました。
17年度、第6～8回実験プログラム
1.「節分 in 嵐山：節分行事を楽しみ、健やかに春を迎えよう」
2月3日ª午後～4日º午前に開催、26名参加。初日の節分の日には埼玉県嵐山
町の鬼鎮神社の節分祭に参加し、夜は、会館響書院の茶席で各自の節分の思い出
などを語り合いました。翌日は、埼玉県立歴史資料館の特別展示「まほろばの
里・比企─慈光寺とその周辺─」において、都幾山「慈光寺」の装飾経（国宝）
をはじめ、埼玉県に伝わる貴重な文化財を見学しました。
2.「早春の自然観察―星と鳥と―」
3月3日ª夜～4日º午前に開催、28名参加。3日の夜は、比企郡ときがわ町の
堂平天文台を訪ねました。予定した天体観測は曇天の為に充分には出来ませんで
したが、親子づれを含む参加者は、講師の説明を受けながら天体望遠鏡等の観測
機器を見学しました。好天に恵まれた翌日は、会館周辺の野鳥観察を行いました。
「日本野鳥の会」のメンバーを主とした指導者の下で双眼鏡やスコープを覗きこみ、
最後に、「チェックリスト」で成果を確認しました。
3.「食・栄養・健康のメッセンジャー：食を通じた女性たちの活動」
3月17日ª午後～18日º午前に開催、66名参加。今年1月11日に調印が行われ
た、女子栄養大学との連携協定の記念プログラムでもあります。内容は、女子栄
養大学副学長の香川靖雄氏による講演「『健康日本21』の中間実績と食育」から
始まり、村上紀子氏の講義「香川綾に見る女性の生き方―その業績の今日的意義」、
パネルディスカッション「豊かな食生活への実践―生涯学習の場からの証言」、最
後に香川芳子学長による講義「食育―期待される女性の活躍」で締めくくられま
した。栄養学に関する基礎研究の知識を得るだけでなく、その知見の普及にとり
組んでいる女性たちの活動を知り、食育について考える、という多角的なプログラム内容でした。
▲ 豆まき会場に入る赤鬼、青鬼
▲天文台の観測機器を見学
▲講義中の香川学長
▲各国から参加の研修員
き ぢん
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団塊世代とは戦後1947年から49年にかけての第一次ベビーブームに生まれた世代をさす言葉で、作家の堺屋
太一の小説『団塊の世代』に登場しました。現在、この出生数の多い団塊世代が定年に達するときにどうすれば
いいのかといういわゆる「2007年問題」が話題になっています。その多くは定年後、職場から地域や家庭に戻
ってどう適応するか、また定年後、これまでの仕事中心の生活をどう変えていくかといった男性についての問題
意識で語られることが多いようです。しかし、当然のことながら団塊世代は女性も多く、団塊世代の女性の問題
を考えることも重要です。世代的に見ると、団塊世代が結婚し子育てをした1970年代は高度経済成長後の「外
で働く夫と、家庭で育児・家事をする妻」という性別役割分業家族モデルが完成した時期だといわれています。
実際この世代の女性の出産子育て期の就業率は他の世代に比べて低く、Ｍ字型の底がもっとも落ち込んでいます。
そして子育て後に再び仕事をし、現在の55から59歳の女性の6割は何らかの仕事を持っています。
団塊の世代が今後どうなっていくのかを見ると、男女で大きな差があることがわかります。国立社会保障・人
口問題研究所の「日本の世帯数の将来推計」によれば2006年の団塊世代の女性（55－59歳）の単独世帯数は48万
世帯ですが、2025年（75－79歳）には114万世帯と
2倍以上になります。逆に男性の単独世帯は2006
年に58万世帯から2025年には47万世帯に減少し
ます。これは結婚年齢が女性の方が若く、平均寿
命が女性の方が長いこと、さらに子どもとは同居
しないというライフスタイルが選択されるからで
す。つまり今後、団塊世代の女性の一人暮らしが
大量に出てくることが予測されます。ですからこ
れから先の人生をどのようにデザインしていくか
については男性とは異なった課題を抱えていると
いえます。生涯にわたる女性のキャリア形成を考
える上でも団塊の女性の学習や活動の機会や情報
を充実させていく必要があると思います。
団塊世代の女性
3月27日に「女性のキャリア形成支援
サイト」を公開しました。このサイトは、
女性が様々な新しい分野へチャレンジ
し、生涯にわたり、主体的に選択しなが
らキャリアを形成していくため、多様な
事例（ロールモデル）、キャリア形成の
ための学習支援情報、関連情報を提供し
ています。会館ホームページにアクセス
してご活用ください。
女性教育情報センターでは、インターネ
ットによる文献複写申込サービスを開始し
ました。
このサービスにより、事前に利用登録を
していただくと、個人でも団体でも、自宅
や職場のパソコンからオンラインショッピ
ングの感覚でセンター所蔵資料の複写申込
が可能となります。
詳細は会館ホームページをご覧ください。
「女性のキャリア形成支援
サイト」を公開しました
インターネットによる文献
複写申込を開始しました
3月末「男女共同参画統計データブック2006―日本の女性と男性－」（独立行政法人
国立女性教育会館／伊藤陽一編、ぎょうせい、2500円）を刊行しました。社会生活を
A人口、B家族と世帯、C労働力と就業、D労働条件、E生活時間と無償労働、F家計
と資産、G教育と学習、H社会保障と社会福祉、I健康と保健、J安全、犯罪と暴力、
K意思決定、L意識調査の項目に分け、各種統計データを分析し、豊富な図表をもとに、
わかりやすく解説しています。新しい課題を明確にするデータやこれまで要望の高かっ
た都道府県別データも掲載しました。男女共同参画社会形成を進めるためには、まず現
状を把握することが必要です。そのためにデータは欠かせません。「男女共同参画統計
データブック」をご活用ください。
「男女共同参画統計データブック2006」刊行
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b埼玉新聞　１／16
『ヌエックと女子栄養大　女性教育で連携』
NWECと女子栄養大学との間で、女性教育の振興を目的に連携協定を結び、NWECで調印式が行われた様子が写真入
りで掲載されました。
また、連携プログラムの第一弾として「食・栄養・健康のメッセンジャー：食を通じた女性たちの活動」が実施され
ることも紹介されました（その後実施された詳細は本誌7ページ）。
b産経新聞　１／17
『女性人材育成　女子栄養大と協定』
相互に資源の交流・活用を図り、女性教育の振興、発展を目的に講師などの派遣、施設の利用、情報提供、共催事業
などを進めていくと紹介されました。
b読売新聞　２／９
『読売・NWEC 女性アカデミア21』
NWECと読売新聞社の共催で社会の「なぜ」を学びたい女性のための読売・NWEC 女性アカデミア21「どうする、
団塊女性－主婦最盛世代のシルバー期」の開催予告と参加者募集。
b神戸新聞　２／９
『夢実現へ─人生はチャレンジ！　松蔭高で女性企業家ら講演』
文部科学省委託の「女性のキャリア支援事業」で同校とNWEC、早稲田大が共催。NTTドコモで社内ベンチャーを立
ち上げた大野聡子さん、NPO代表・森口ゆたかさんが生徒に対し、メッセージを送ったこと等が紹介されました。
b神奈川新聞　２／26
『ヌエック・ブックレット4 キャリア形成にNPO活動をいかした女性たち』
NWEC発行の本の紹介で、まちづくり、文化・教育活動、福祉・子育て、男女共同参画などの分野のNPO活動で活躍
している21人の女性へのインタビューをまとめたもので、これからNPO活動をはじめようとする人のために、巻末に
情報ページも用意されていると。
b埼玉新聞　３／１
『文化ボランティア全国交流会、嵐山で』
地域の文化活動に貢献する「文化ボランティア」について情報交換し、活動を盛り上げようと「文化ボランティア全
国フォーラム2006」が3月10、11日にNWECで開かれ、初日は河合隼雄文化庁長官の基調講演がある等の参加者募
集記事。
b朝日新聞（地方版）３／16
『桜を後世に　樹木医懸命＝掛川繁さん』
永年NWECのボランティアとして活動していただいた掛川さんの樹木医としての活躍が紹介されました。
bNHKラジオ第一　３／29（朝８時過ぎの解説のコーナー）
『文化ボランティアの話題』
この中でNWECの施設ボランティアから広く一般のボランティア活動に対象を広げた事例等が紹介されました。
2月22日πに日本女子体育大学（東京都世田谷区）との連携協定の調印式を行いま
した。他の機関との連携協定は、今年1月11日に女子栄養大学と締結しており、今回
が2件目となります。
調印式は世田谷区北烏山の日本女子体育大学本館で行われ、永島惇正（あつまさ）学
長から「昨年10月に運動と健康のプログラムを会館で実施した縁により今回の連携協
定が実現しました。単科大学として女性教育に力を入れているところで、会館と密接
な協力ができることを喜んでおります。」とご挨拶のお言葉をいただきました。
協定書にサインを済ませ、永島学長と神田理事長が文書を交換し、握手を交わした
後、これからの取組について1時間ほど具体的な話し合いが行われました。
日本女子体育大学と連携協定の調印
▲左：神田理事長　右：永島学長
嵐山町商工会・嵐山さくらまつり実行委員会主催の「嵐山さくらまつり　夢さくら」
への協力事業として、「国立女性教育会館　夢さくら展望ツアー」を4月1日º～2日
∂、4月8日º～9日∂にかけて実施し、4日間で74名の方に参加していただきました。
さくらまつり見学のため、会館のすぐ南を流れる都幾川堤を来訪した方にご案内を
行い、1日3回、会館ボランティアの協力により、都幾川から会館への案内や、館内の
各施設の紹介を行いました。コースの最後に、館内で最も高い宿泊棟の屋上から都幾
川の桜並木を一望していただきました。
普段は立ち入りできない屋上からの広々とした眺望に、地元の方も、ハイキングで
遠方より来訪していただいた方も、一様に感嘆の声を上げていました。
嵐山さくらまつり「夢さくら展望ツアー」
▲宿泊A棟屋上からの眺望
寄附者名（敬称略） 寄附月 寄附の目的
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●利用案内
※ 休館日（平成18年5月～平成18年12月）
5月08日∑・15日∑　　　08月07日∑・21日∑　　　11月06日∑・20日∑
6月05日∑・19日∑　　　09月04日∑・19日∏ 12月04日∑・18日∑・28日∫～31日∂
7月03日∑・18日∏ 10月02日∑・16日∑
注）A休館日前日の宿泊と当日の朝食はご利用いただけます。
B休館日も電話・FAX・E-mailによる申込の受付や利用相談などは行っています。
C会館ホームページではいつでも施設の空き状況等がご覧になれます。
申込専用電話：0493－62－6723 ファクス：0493－62－6720 E-mail：yoyaku@nwec.jp ホ ムーページ：http://www.nwec.jp/
●寄附金のお願い
ヌエックではより充実した業務遂行のための経費に充てる
ため、寄附金を含む外部資金を受け入れております。今後と
も事業の充実、運営の改善及びサービスの向上に努めてまい
ります。皆様方の暖かいお篤志を賜りますよう何とぞよろし
くお願い申し上げます。
●主な利用団体（平成18年1月～3月）
●寄附金等受け入れの報告
１月
18日
23日
28日～29日
２月
12日～13日
18日
10日～11日
14日
17日
22日～23日
24日
嵐山町教育委員会生涯学習課
鶴ヶ島南公民館
埼玉県教職員組合女性部
内閣府男女共同参画局
静岡県富士市男女共同参画課
埼玉県立歴史資料館
埼玉県理容女子部
埼玉県教育局西部教育事務所
長野県東御市女性団体連絡協議会
西部ブロック職員連絡協議会
嵐山町菅谷第八区子育てサロン
３月
13日～14日
14日～15日
15日
19日
10日～11日
16日～18日
16日
17日
20日～21日
26日
埼玉県青少年赤十字賛助奉仕団
埼玉県学童保育連絡協議会
埼玉県青少年相談員協議会
嵐山町赤十字奉仕団
文化ボランティア全国フォーラム
国際交流基金
菅谷班養護教員会
文部科学省独立行政法人評価委員会
ＪＡ埼玉県中央会
文部科学省生涯学習政策局男女共同参画学習課
嵐山町中央公民館
編 集 後 記
ヌエックニュース第113号
平成18年4月25日発行
編集発行　国立女性教育会館
〒355-0292 埼玉県比企郡嵐山町菅谷728
@0493-62-6711（代表）
FAX.62-6722（総務課）62-6720（事業課）
62-6721（情報課）62-9034（研究国際室）
ホームページURL http://www.nwec.jp/
E-mail webmaster@nwec.jp
この紙は再生紙を利用しています。
b日本女子体育大学との連携協定調印式に同席後、施設見学。附属
「基礎体力研究所」には、運動と呼吸循環系を研究し、実践に役
立てるための機器が多くあり、まるで医学部のようで驚きました。
b会館敷地内や裏手を流れる都幾川堤の桜が4月上旬満開になりま
した。地元嵐山町のさくらまつりに合わせて、宿泊Ａ棟（8階）
の屋上を一般に開放、多くの方が訪れ桜の眺望を楽しみました。
b新年度が始まりました。新入生や新社会人は初々しい感じが漂っ
てます。無限の可能性がある新人の門出にエールを送ります。希
望を捨てず、どんな困難にも立ち向かってください。
匿　　名
陶芸教室 四ツ葉
平成18年1月
平成18年3月
会館の活動促進
響書院で使用
●展示コーナ （ー4月～6月）
「子どもを安全に育てるために」
「安心して子どもを育てられない！」と悲鳴が聞こえそうな、現在の日本。わたした
ちがそれぞれの立場でできることは何か、を考える資料を、１階エントランスホールに
展示中ですので、是非ご覧ください。
＊展示資料例「みんなでつなげるこころのわ：子どもたちが安心して暮らせる街をめざして」
「犯罪の危険から子どもを守る!：子どもと親の不安を解消する77のヒント」
「性虐待を生きる力に変えて：大切な存在であるあなたへ」
・展示のリストはホームページに掲載しています。http://winet.nwec.jp/database/page08.php#end
▲ご寄附いただいた抹茶茶碗を
前に「四ツ葉」のメンバー。
前中央は神田理事長
